特定非営利活動法人　地域人権みんなの会

2020年度 第2回理事会・議案

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2021年3月31日／岡山県民主会館

1、 開会
二、出席者ならびに議事録署名人の確認
　　(会場への参加、オンライン参加について)
三、報告ならびに協議事項
【第１号議案】第1回理事会議事録の確認　　<2020.9.8　別紙議事録参照>　　
　　　　　　
【第2号議案】2020年度あなたとともに考える人権学習集会について
  日時　2020年12月5日(土)午後1時30分～4時30分

　場所　岡山市勤労者福祉センター　５階　体育集会室

　集会タイトル　介護保険20年を検証、まさに寄り添う介護保障をどう確立させるか
　講演　　井場哲也さん　社会福祉法人・岡山中央福祉会　理事長
　参加　48人
１２月５日、ＮＰＯ会員や市民、岡山市内の介護事業所、団体からの代表など48名が参加しました。

　コロナ禍、第3波がはじまった時期と重なりましたが、会場の体育集会室を7人の事務局が手分けして、3人かけの机に一人が座れるように配置。換気扇での換気、机はもちろん椅子も含めて消毒、入り口での体温測定、体調管理の用紙に記入もしてもらう、途中休憩を入れる、マイクは人が変わるたびに消毒、などを徹底でした。

　「介護保険２０年を検証する」と題して井場哲也氏が講演。井場氏は2000年に介護保険制度が創設され、当時議論された①介護の社会化、②高齢者自身のサービスの選択、③医療・保険・福祉制度の一元化、④予防とリハビリで高齢者の自立支援、⑤在宅ケアの推進、⑥平等な費用負担、⑦民間活力導入の7つの理念と現状、を現状と照らし合わせて説明。家庭介護者の３割が７５歳以上という老々介護の現状や介護離職者数の増加など、介護の社会化は未達成であること。利用者にとって過酷な３割負担の導入、国の医療・介護費用の抑制のための地域包括ケアシステムの限界を指摘。介護保険制度だけでなく、社会保障制度の抜本改善の必要性を強調すると同時にともに学び・考え・実践することを呼びかけ講演を結びました。

参加者から質問が出され意見交換。講師は、介護保険導入前の「措置による介護」なども参考に、すべての対象者に真の介護保障が対応できる制度がいま必要ではないか、と話されました。
続いて、現場からの事例報告。小規模多機能型居宅介護事業所のみんなの家ななくさの花田看護師が「介護度が高い人を在宅で支えていくこと」、みえさんちの家の介護支援専門員の荻野さんが「制度だけでは支えきれない――自覚と自立を共に考える――」、特別養護老人ホーム穂香の里の介護主任の竹田さんから「法人の方針をもとに事業所独自でとりくんだもの」、と題して報告されました。まさに利用者さんに寄り添う姿勢、個人的なものから組織的なものにレベルをあげ、その実践を通してすべての利用者さんにより良い介護と生活支援を提供できることに結びつけるとりくみに、参加された方々の共感が寄せられました。
アンケートより　感想　抜粋　

●介護保険制度の変遷を軸に社会保障改悪や国のいう地域包括ケアの内容や狙いがよくわかった。「平等の費用負担」とは応能負担の原則から外れた「公正」ではない自己負担になっている。結局民間の営利企業を潤す結果になったと思う。社会保障制度の抜本改善がないと将来の日本社会は成り立たない。しかし政権交代による抜本的改革が簡単に展望できない中では、地域住民の協同（協同組合）が欠かせないと思う。労働者協同組合などの結成が法的に容易となってきており、地域における助け合いの協同が重要だと思う。

●社会的入院問題の先に住み慣れた地域での生活をうたい、地域包括ケアがシステム化されたが、結果として、施設死、施設に入れない自宅死、家族の介護負担増、介護力のない家族による虐待事例など理解しやすかった。また、介護事業所の経営の現状についても知ることができた。自分が介護される立場になった時、いったいどうなるのだろうと不安になった。
●介護保険で救われない人がたくさんいるのが日本だ。つながる地域やつながる人がいないと必要な方にもケアが届かないのが今の介護保険だと改めて思いました。
●歴史に学び今を知る。分断されてる時代。なかなかそれを乗り越えるのは難しいが、税金の流れの仕組みを抜本的に変えないと、出生率、担い手・・・の現実も細る一方と考えました。とてもわかり易い話で数年先のことも衝撃をうけました。自分だけという発想をかえないと乗り越えれないと感じました。ありがとうございました。
●「介護の社会化」と称した介護保険制度だが、結局利用者負担増、大企業もうかるためのものだということがよくわかりました。真に必要な公的社会保障という点で措置制度に戻すのが良いというのは、その通りかもしれないと思いました。結局、国の責任の措置制度を壊すことが介護保険制度の導入だったということだったと思います。
●老々介護が解消されず、深刻になっている。毎年10万人が介護を理由に離職している。総合事業で、介護事業から軽度者が除かれている。病院死減や施設・自宅死増ということで医療費の抑制を国は目指す。補足給付は預金や財産があれば受けられない。そこそこ年金があって蓄えがある人から取る。取れるところから取る。介護企業はより高い報酬を目指して、加算がつくサービスを目指す。中小事業所の倒産件数が増える。これからの高齢者は自宅で放ったらかしにされる。介護に従事する担い手がいない。メモに書かれている事柄です。これは政府や厚生労働省官僚の思うがままじゃねぇか。やられ放しじゃないか。腹立たしいし、先が見えない。苦しいことばかりに思えてくる。やっぱり国民の立場に立って、高齢者の幸せのためにお金（税金）を使える政権に変えていかといけんなぁということじゃろう。井場さんの介護保険制度20年の数字に示された話からの感想です。
●重度の利用者が在宅で暮らすためのケアが熱く介護保険制度の枠を越え、ここまでしてくれるのかと感動しました。多職種がかかわっていることで成り立っているけれど、マンパワーがもつのかどうか心配です。
●一人ひとり違う条件があるのが利用者さんです。それぞれの報告は多様な利用者さんへの支援の内容がよくわかり、そのご苦労がよくわかりました。穂香の里の報告は、よりよい介護をめざして改善改革されてきたことがよくわかりました。
●小規模多機能ホームは利用者に寄り添ったすばらしい介護ができていると思った。
●具体的な実践の発表でわかりやすかった。一人の人を支えるために多職種、多機関、多くの人がかかわりが必要であり、そのなかでその人の「人格を尊重」し自己決定や自己選択を支え、弱い部分をサポートする。忘れてはならないことだと思った。
●具体的事例についての報告がわかりやすかった。こまやかによく対応されていると思いました。小規模多機能のケアプランは難しいと思います。利用者の希望するケアとスタッフの人手との対応を両立させる苦労が大変だと思いながら聞きました。介護はロボットではなく人の手でできる未来をつくりたい。
●コロナ禍のなかで、それぞれの事業所のところで工夫しながら取り組みを行っていること。他の機関との協力しながら行っているところ。改めて考えさせられました。
●具体的な内容が示されたお話で介護現場の実態がリアルに伝わってきて分かりやすいお話で大変よかったです。介護労働は専門職なんだなあと思いました。専門知識あるいは包括的な知見もを持って介護にあたることが介護労働なんだなあと思いました。若い人たちが介護労働にあたっている力強さ、安心感をもらいました。地域密着であるべきことも伝わってきました。
●前向きに頑張る介護現場の報告に勇気づけられます。
【第3号議案】介護事業所の運営・経営について
(1)経営について
　①2020年4月から2021年2月末までの経営状況　　【別紙　損益計算書など参照】
毎月の収入予算は1,600万円。2月まで11か月で17,831万円、予算比101.3％。前年比112.8％。支出は15,511万円。前年比104.3％。職員給与が9,140万円(ひと月830万円)で前年比108.0％。賞与は夏と冬で889万円、前年比108.5％。11か月間の営業利益は2,443万円、前年比205.1％。ほぼ予算通り。月末に支給する介護職員遇改善費は1,640万円をあてる。3月末決算では、「原価償却費」などを控除して、税引き前当期純利益は540万円程度の黒字になると予測。前年は−400万円。
　
②2020年度の財政見通し　
・返済金　住宅さんへ(残り1100万円のうち、今年度300万円)事業所会計から年度末に支払
　　　　　日本政策金融公庫へ(残り2250万円、今年度534万円)事業所会計からひきおとし
　　　　　人権岡山へ(400万円のうち今年度100万円)　本部に200万円繰り入れ年度末に返済
　　　　　個人(吉岡200万円、中島200万円)　返済は見送り
・2021年度への繰り越し

　　　　　流動資産　　　預貯金と現金　　約1800万円　　　2020年4月ほぼ同額
　　　　　　　

③運営と経営の安定化をめざしてのとりくみ、次年度への計画
1.みんなの家ななくさ　
①利用者の動向　（登録上限　  29名）
年間利用登録　26人/月から29人/月で推移
平均登録人数　28.3人/月　　平均介護度　2.02　前年度は1.87

	年/月
	2020年　４月
	５月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	2021年　１月
	2月
	3月

	介護
	24
	24
	24
	22
	22
	20
	23
	23
	21
	21
	21
	21

	予防
	５
	5
	5
	6
	6
	6
	6
	6
	7
	7
	7
	8

	合計
	29
	29
	29
	28
	28
	26
	29
	29
	28
	28
	28
	29

	介護度
	1.99
	1.99
	2.02
	1.98
	2.01
	2.06
	2.02
	2.12
	1.97
	1.97
	2.15
	2.10


年間のべ　340人　　年間介護度数合計　688.5　　平均介護度　2.02

要支援１の介護度　0.375　　要支援２の介護度　0.75で、計算
年間月通い平均13.3人　訪問月平均予防96人　　泊り月平均35.6人
・新規利用者　7名　(地域包括から6人)　・利用中止者　5名
　2.みんなの家かるがも
①利用者の動向　（登録上限　  25名）
年間利用登録　20人/月から24人/月で推移
平均登録人数　22.9人/月　　平均介護度　1.83　前年度は1.89
	年/月
	2020年　４月
	５月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	2021年　１月
	2月
	3月

	介護
	17
	19
	18
	19
	18
	19
	18
	16
	17
	17
	17
	17

	予防
	3
	3
	3
	5
	5
	5
	6
	7
	7
	7
	6
	6

	合計
	20
	22
	21
	24
	23
	24
	24
	23
	24
	24
	23
	23

	介護度
	1.77
	2.03
	2.03
	1.86
	1.81
	1.86
	1.78
	1.68
	1.61
	1.70
	1.94
	1.94


年間のべ　275人　　年間介護度数合計　503.4　　平均介護度　1.83
要支援１の介護度　0.375　　要支援２の介護度　0.75で、計算
・新規利用者　19名　(地域包括7人)　・利用中止者　17名
3.みんなの家だんだん
①利用者の動向　（登録上限25名　2020年10月より　29名）
年間利用登録　24人/月から28人/月で推移
平均登録人数　24.9人/月　　平均介護度　2.25　前年度

	年/月
	2020年　４月
	５月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	2021年　１月
	2月
	3月

	介護
	22
	21
	21
	21
	22
	21
	21
	21
	20
	22
	22
	22

	予防
	3
	3
	3
	3
	2
	3
	4
	4
	4
	5
	3
	5

	合計
	25
	24
	24
	24
	24
	24
	25
	25
	24
	27
	25
	27

	介護度
	2.25
	2.29
	2.39
	2.39
	2.61
	2.34
	2.28
	2.20
	2.12
	2.02
	2.02
	2.02


年間のべ　299人　　年間介護度数合計　673.0　　平均介護度　2.25
要支援１の介護度　0.375　　要支援２の介護度　0.75で、計算
年間月通い平均13.3人　訪問月平均予防96人　月平均介護481人　泊り月平均35.6人
・新規利用者　11名　(地域包括から5名)　・利用中止者　9名
（2）介護報酬改定などの動向

　　　・2021年度改定　　0.7%の増額　　(コロナ対策0.05%　9月までを含む)
　　　・加算について
　　　・科学的介護情報システムなど
　　　
【第4号議案】2021年度通常総会について
①日　時　　　2021年6月15日(火)、もしくは16日(水)　18日(金)　　　　
②場　所　　　岡山県民主会館　　オンライン参加　表決権行使書による出席　なども検討
③議　題　

　【第1号議案】当法人2020年度事業活動報告に関する件

　【第2号議案】2020年度決算、監査報告に関する件

　【第3号議案】2021年度事業計画(案)に関する件

　【第4号議案】2021年度予算案に関する件
　【第5号議案】役員選出について
【第5号議案】法人設立20周年事業の検討
　①法人設立
設立総会　　　　　　　　　　　　　　　2001年12月15日
　　県の認証を受けて設立登記　　　　　　　2002年5月1日
　②20周年記念　　
2022年5月に　記念誌の発行　　人権ブックレット　
【第6号議案】その他のとりくみ

　　・高齢者サロン開設の検討について　　西崎1丁目　　6月開設　　みんなの家
　　・第3回理事会開催について　　　　6月8日(火)午後6時30分　民主会館

　　・地域人権問題研究集会について

　　・「地域人権ネット」づくりについて
　　
四、閉会
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